




























を挙げられておられる 1)。1977 年にライプツィヒ大学に提出された博士論文 „Die 





たが，1989 年の体制転換を経て，閉塞状況にあったルーマニアの Germanistik に
多くの可能性が拓かれた。1990 年 3 月にルーマニア独文学会が結成された際，






































ro）および以下の拙稿をご参照いただきたい。Fujita, Kyoko: Die Gesellschaft der 
Germanisten Rumäniens (GGR) und ihre Tätigkeiten. Die Geschichte und die Gegenwart 
der Germanistik in Rumänien. In: Neue Beiträge zur Germanistik Band 2 / Heft 3, hrsg. 
von der Japanischen Gesellschaft für Germanistik, iudicium Verlag, 2003, S. 218-222.
南東ヨーロッパ発の Germanistik
135
個の断片化を経験し，一見破綻を抱えている彼らの自伝が，その「語りの構造の
質」において，いかにゲーテの自伝『詩と真実』の影響の下にあるかを実証して
いることである。すなわち今回の寄稿は，「南東ヨーロッパ」というドイツ語にとっ
ての「言語限界地域」にあって，ドイツ語文化圏のいわば中心地域からもたらさ
れた優れた遺産が，どのように受容され，創造的再生へ向かおうとしたのかを解
明し，そこに「南東ヨーロッパ」という地域におけるドイツ語文学の共通要素を
見出そうとする試みなのである。
　東西冷戦構造が崩壊したことで初めて可能になったともいえる，Germanistik
の新たな局面を示す成果がここにある。
